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地域 の 話題

　

11
月
７
日
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
防
災
訓
練
が
角
館
伝

建
群
保
存
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
角
館
消
防
署
と
市

教
育
委
員
会
が
共
催
、
仙
北
市
消
防

団
、
角
館
北
部
地
域
自
主
防
災
会
、

角
館
伝
建
群
保
存
地
区
の
町
並
み
を

守
る
会
の
協
力
の
も
と
、
約
50
人
が

参
加
し
、
様
々
な
火
災
を
想
定
し
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
縄
綯
（
な
わ
な
い
）
塾
が

主
催
す
る
第
２
回
全
国
縄
綯
競
技

大
会
が
11
月
13
日
に
花
葉
館
で
行

わ
れ
、
39
人
が
自
慢
の
手
さ
ば
き

を
競
い
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
は
20
・
40
㍍
で
渡
部

タ
キ
子
さ
ん
（
八
郎
潟
町
）、
団
体

の
部
は
伊
藤
喜
三
郎
さ
ん
、
今
野

房
子
さ
ん
、
斉
藤
二
郎
さ
ん
（
秋

田
市
）
が
28
・
07
㍍
で
い
ず
れ
も

昨
年
を
超
え
る
記
録
で
優
勝
。

　

菅
原
塾
長
は
「
今
回
ま
で
の
合

計
で
７
３
９
０
㍍
。
１
万
㍍
で
ギ

ネ
ス
に
挑
戦
し
た
い
」
と
夢
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

「自殺予防講演会」開催
　やさしさを行動で、心の輪

全国縄綯 ( なわない ) 競技大会
　巧みな手さばきを競う

秋
の
火
災
予
防
訓
練

　「
岩
橋
家
」
で
実
施

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
（
11
月
７

日
～
13
日
）
初
日
に
毎
年
恒
例
の

「
駆
け
付
け
訓
練
」
を
市
内
４
ヵ
所

で
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
角
館
交
流

セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
防
火
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
消
防
団
員

を
対
象
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器

消
防
団
指
導
員
研
修
会
」
を
行
い
、

平
成
23
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が

義
務
化
さ
れ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的

な
冬
を
迎
え
、
火
災

の
発
生
し
や
す
い
季

節
と
な
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
は

よ
り
い
っ
そ
う
の
火

災
予
防
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
駆
け
付
け
訓
練
」

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
消
防
団
研
修
会
」
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11
月
10
日
、
角
館
伝
承
館
に
お

い
て
「
自
殺
予
防
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

講
演
前
に
お

話
コ
ン
サ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
小

栁
生
子
さ
ん
が
「
マ
ザ
ー
テ
レ
サ

愛
の
こ
と
ば
」
を
朗
読
し
、
倉
持

千
恵
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
、

鈴
木
明
美
さ
ん
が
「
里
の
秋
」
を

独
唱
し
て
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

藤
里
町
の
住
職
、
袴
田
俊
英
先

生
が
「
こ
こ
ろ
の
輪
を
地
域
に
広

げ
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
。「
現

代
社
会
は
、
快
適
な
生
活
を
過
ご

す
半
面
、
苦
し
く
て
も
相
談
で
き

ず
、
人
を
孤
立
さ
せ
自
殺
へ
と
追

い
込
ん
で
い
る
。
人
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
な
社
会
で
、
や
さ
し
さ

を
行
動
に
表
す
こ
と
で
、
心
の
輪

と
な
り
社
会
が
変
わ
る
。
孤
立
化

を
防
ぎ
自
殺
防
止
に
つ
な
が
る
」

と
の
話
に
約
１
０
０
人
の
聴
衆
が

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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西
明
寺
中
学
校
で
は
、「
空
き
ビ

ン
・
空
き
缶
・
古
紙
回
収
」
事
業
を

地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
収
益
金
で
、

今
年
は
歩
行
器
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
６
日
、
25
回
東
京
か
く
の

だ
て
会
の
総
会
と
懇
親
会
が
、
東

京
の
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

首
都
圏
か
ら
会
員
約
１
０
０
人

が
参
加
し
た
総
会
で
は
、
熊
谷
教

育
長
か
ら
市
の
近
況
報
告
が
あ
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
協
力
と
支
援
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
恒
例
の
飾
山
囃
子

が
披
露
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
い

出
し
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。西明寺中学校

　にしき園に歩行器の寄贈

東京かくのだて会総会開催
　　和やかに親睦深める

花
葉
館
植
樹
事
業

  
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
植
樹

　

11
月
3
日
、
花
葉
館
が
社
団
法

人
秋
田
県
緑
化
推
進
委
員
会
の
市

民
グ
ル
ー
プ
森
づ
く
り
支
援
事
業

の
助
成
を
受
け
行
っ
て
い
る
植
樹

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
角
館
ス
キ
ー
場
跡
地
に
集

ま
っ
た
参
加
者
は
、
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
苗
を
手
渡
さ
れ
、
説
明
を

受
け
た
後
、
一
生
懸
命
に
作
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
北
秋
田
市
の
阿
仁

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
秋
田
内

陸
線
沿
線
を
元
気
に
す
る
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
内
陸
線
沿
線
地
域
の

活
性
化
を
め
ざ
し
、
６
月
に
仙
北

市
、
北
秋
田
市
の
沿
線
市
民
が
中

心
に
な
っ
て
結
成
し
た
「
秋
田
内

陸
線
沿
線
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
会
議
」（
三
浦
陽
一
代
表
）
が
、

10
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
受

け
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
約
90
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
作
家
の
石
川
好
さ
ん

が
、「
地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
に
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
内
陸
線

沿
線
に
民
俗
芸
能
を
講
演
す
る
拠

点
づ
く
り
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
が
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
地
域
の
宝
を
生
か

し
た
観
光
振
興
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。

秋
田
内
陸
線
沿
線
地
域

　
地
域
が
元
気
に
な
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

仙
北
市
か
ら
二
人
が
受
章

防衛功労
　坂本　均さん (61 歳 )
　角館町勝楽
　元 1等陸尉　

　
「
第
15
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
の
表
彰

者
が
10
月
９
日
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
２
名

の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
へ
入
隊
後
、
東
北
各
地
で
勤
務
、
尽

力
さ
れ
た
防
衛
功
労
に
よ
り
、
坂
本
均
さ
ん
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
。

　

消
防
活
動
に
携
わ
り
、
地
域
の
安
全
を
守
っ

て
き
た
消
防
功
労
に
よ
り
、
難
波
和
夫
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞宝単光章 瑞宝双光章

消防功労
　難波和夫さん (71 歳 )
　田沢湖生保内
　元大曲仙北広域市町村圏
　組合消防指令長

　

10
月
26
日
、
２
年
生
が
、
北
秋

田
市
米
内
沢
の
浜
辺
の
歌
音
楽
館
、

北
欧
の
杜
公
園
を
見
学
。
初
め
て

乗
車
す
る
生
徒
も
い
て
観
光
ロ
ー

カ
ル
線
の
魅
力
と
、
生
活
路
線
の

役
割
を
学
ん
だ
ほ
か
、
地
域
文
化

に
触
れ
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

内
陸
線
を
利
活
用
し
た

ふ
る
さ
と
学
習

　
内
陸
線
を
利
用
し
て
思
っ
た
こ
と

は
、
と
て
も
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

明
る
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
交
流
を
深

め
ら
れ
る
の
で
、
守
っ
て
い
き
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。（
石
川
舞
さ
ん
）

　
車
窓
か
ら
見
え
る
紅
葉
な
ど
、
米

内
沢
へ
の
２
時
間
は
と
て
も
充
実
で

き
ま
し
た
。
米
内
沢
に
着
い
て
か
ら

も
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
青

柳
智
有
さ
ん
）

　
県
内
の
人
に
も
っ
と
乗
っ
て
欲
し

い
で
す
。
そ
こ
に
は
、
す
ば
ら
し
い

自
然
と
地
域
の
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
地
域
に
根
付
い
て
き
た

内
陸
線
は
、
人
々
の
思
い
を
乗
せ
て

走
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。（
鎌
田
日
花
理
さ
ん
）

内
陸
線
及
び
沿
線
の
地
域
資
源
を
活

用
し
た
校
外
学
習
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
角
館
中
学
校
、
生
保
内
中

学
校
の
活
動
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

９
月
１
日　

生
徒
41
人
が
、
北

秋
田
市
阿
仁
の
内
陸
線
車
両
基
地

で
鉄
道
業
務
体
験
と
清
掃
奉
仕
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
鉄
道
の
仕
組
み

や
仕
事
を
興
味
深
く
学
ん
だ
ほ
か
、

利
用
客
に
快
適
に
乗
車
し
て
も
ら

お
う
と
車
両
清
掃
に
も
汗
を
流
し

ま
し
た
。

角
館
中
学
校

生
保
内
中
学
校

　

第
46
回
全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
西

木
町
下
川
原
集
落
花
の
会
（
代
表
阿
部
繁
さ

ん
）
が
、花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労
賞
を
受
賞
。

下
川
原
集
落
花
の

会
は
、
２
年
連
続

で
特
別
優
秀
賞
を

受
賞
し
『
モ
デ
ル

花
だ
ん
』
と
し
て

も
認
定
。
長
年
に

わ
た
る
花
い
っ
ぱ

い
運
動
推
進
の
功

績
が
評
価
さ
れ
今

回
の
授
賞
と
な
り

ま
し
た
。

全
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労
賞
受
賞

　

第
２
部
畑
作
物
及
び
工
芸
作
物
部
門
で
草

彅
福
雄
さ
ん(

田
沢
湖
神
代)

の
株
大
豆
。
第

４
部
野
菜
部
門
で
佐
藤
功
さ
ん(

西
木
町
上
桧

木
内)

の
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
が
秋

田
県
知
事
賞
。

第
29
回
秋
田
県

産
米
品
評
会
で

西
宮
奈
々
子
さ

ん(

西
木
町
門

屋)

の｢

ゆ
め

お
ば
こ｣

が
最

優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

秋
田
県
種
苗
交
換
会

秋
田
県
知
事
賞
・
最
優
秀
賞


